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　眠的 ・慢性肝疾患、こ とに 肝硬変症 の 治療に 関 して は有効な薬剤が 究 め て 少ない の が 現

状 と い え る 。 古 くか らア ロ エ は万病の 治療薬 と して、種 々 の 病 に 用 い られ 、 その 有効性に

つ い て は万 人 の 認め る とこ ろ で あ る。しか し 、
ア ロ エ の 中 の い ずれ の 成分が どの よ うな疾

思 に 効 くの か は よ く分か っ て い な い
。 今回 、ア ・ エ か ら抽出 さ れ た特殊成分 で あ る ア 卩 ；L

特殊 エ キ ス を比較的長期間に渡 り肝硬変症患者 に経 口 的 に投与 し 、 そ の 効果を検討す る機

会 を得た の で 報告す る 。

　方法 ・ 対象は 肝硬変症患者男 5 名と 女 3 名 の 計 8 名 で
、 平均年齢は 56 才 （37 〜71

才 ）で あ っ た 。 ウ イ ル ス 検索 に よ る そ の 原 因は不 明の 1 例を除き 、 B型 2 例 、
　 C型 5例 で

、 肝硬変症 の 程度は 3名が非代償期に あ り、腹水 、 食道静脈瘤や肝性脳症な どが認め られ

た の に 対 し 、 残 りの 5 名 は代償性 の 肝硬変症 で 自お よ び他覚的に もほ とん ど異常 を示 さな

か っ た 。 ア ロ エ 特殊 エ キス （ア ロ エ 療法研究所製 ）投与時点に お け る対象患者に対す る使

用薬剤は 小柴胡湯が 7 名で も っ と も多 く、
プ レ ゾニ ゾ ロ γ 併用例 が 3 名で 、そ の 他肝庇護

剤は全例に投与され て い た 。 また 、 臨床検査上で の 肝予備能を示す検査値もほ ぼ
一

定 して

い た 。 ア ロ エ 特殊 エ キ ス の 治療期間は無効例 の 1 例を除き、1〜3年間で 、5 〜 10m1

／ 日の 量 を経 口 的に投与 し 、 3 〜6 か 月ごとに 自覚症 状、肝予備能 を含 む肝機能検査 、 腹

部 エ コ
ー ・ CT な どの 変化 に つ い て 検討 し た 。

　結果 ・  自覚症 状 。 全身倦怠感 の 改善する 例が多 く 、 8 例中 5例に認め られ た 。 ま た 、

3 例 で 食欲亢進、4 例で便通正常化 を示 した 。   α
一フ ェ ト プ ト テ ィ ソ （AFP ）（ng

／ ml ）。 7 例 で 100 〜400 の 範囲 で増加 を示 した が 、 1例 の 無効例 を除 き 6例 で は

50 以下とな り、 そ の 値 は 観察期間中持続 して い た。  肝機能検査。 ト ラ ン ス ア ミ ナ
ーゼ

の 改善は認め ら れ な か っ た が 、 CES 、
エ ス テ ル 比、　 HPT な ど の 肝予備能は 8 例中 5 例

で 改善 を示 し た 。   腹部 エ コ ー・CT 。 観察期間中全例 で SOL な ど ヘ バ トーマ の 併発を

示唆す る 所見 の 出現 を見な か っ た 。

　結論 ・ ア ロ エ 特殊 エ キ ス は 肝硬変症患者 の AFP を低下させ 、
ヘ バ トーマ へ の 移行 を阻

止 す る 可能性 が あ り、 引き継ず き フ ォ
ロ ー・ア ッ プ中で あ る 。
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